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一般質問

一般質問

保育料の無料化について

問 市長は幼保の統合と保育料
の無料化を公約に掲げられ

ましたが、それは、「幼保の統合
の効率化により浮かせたお金で無
料化する」のではなく、「子育て
支援の施策」としてだと認識して
いますが、確認をさせていただき
たい。

答（市長）幼児教育が大変重
要であるとともに、現在、

保護者の負担が大きいために幼稚
園・保育園に預けられない状況が
多いことから、幼児教育・保育を
受けられる環境を整えるために、

無料化が大事だと考えています。
そして、子育て真っ最中である

方には、ぜひ、次の住居選択のタ
イミングで加西市に帰ってきてい
ただきたい。そのために、この問
題を前に進めていくことが大変重
要と考えています。

四、五歳の子供たちを来年度か
ら無料にしたいのが私の今の思い
ですが、行財政改革プランの検証
をしっかりやった上で総合的に判
断していきたいと考えています。
まずは使える額を明らかにし、捻
出した中で一番重要なことが保育
料の課題だと思っています。 

安保法制について

問 神戸の出身で長らく最高裁
長官を務められた山口繁氏

は、「立憲主義あるいは法治主義
の観点から、これまでだめだと
言っていたものを解釈で変更して
しまえばなし崩しになり、憲法や

法律による権力行使の抑制や、国
民の保護ができなくなる」と言わ
れています。政治に携わる者とし
て市長のお考えをお尋ねしたい。

答（市長）憲法尊重義務と立
憲主義については、第２次

世界大戦を経験する中で、現在、
人類普遍の考え方になってきてい
ると思います。私も権力の一部を
担う立場として、憲法尊重義務に
準じたいと思っています。

■その他の質問項目
・ 財政について
・ 青野運動公苑の管理運営につい

て
・ マイナンバー（共通番号）制度

について
・ 県道下滝野市川線の安全対策に

ついて
・ 市営住宅について

子育て支援、安保法制について

問 防犯灯設置基準及び現地確
認について

答 要綱に基づき道路種別、通
学路、見通しが悪い道路、

横断歩道や交差点等の危険度、公
共施設の有無及び緊急性を考慮し
ており、防犯上特に必要と認めら
れる場所には優先的に対応してお
ります。

現地確認につきましては、担当
者が目視により昼間に確認してお

りますが、夜間の状況までは確認
できておりません。今後十分に対
応してまいります。

問 通学路、山間部等の設置基
準見直しについて

答 第一番に通学路で冬場の
小・中学生等の通学路の安

全を整えるということは、住みよ
い社会、あるいは防犯上の観点か
ら必要でございますので、設置基
準がありますが、学校関係の意見
もお聞きしながら、現状に即した
基準のもとで積極的な設置を心が
け安全・安心なまちづくりに対応
していきます。

問 南部地区の公共交通「コ
ミュニティバス」導入につ

いて

答 現行の公共交通を利用する
ことで、一定の対応ができ

ていますが、公共交通空白地域に
なっている不便地域につきまして
は、地域の皆様が主体となってい
ただき、新たな公共交通の導入が
必要と考えます。

また、新たな公共交通の導入に
つきましては、多目的な交通手段
として、高齢者の移動に限定では
なく通学を含めた地域の需要に対
応できるような形で、地域の皆様
とも検討してまいりたいと考えて
おります。

■その他の質問項目
・ 消防資機材補助制度について
・ 消防団員の安全対策について
・ グラウンドゴルフ場設置につい

て（専用コース）

防犯灯整備と公共交通について
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